夏の甲子園で、旭小学校、青陵中学校出身の森田投手が春に続いて大健闘してくれました。そして県立佐賀北高校が「がばい旋風」で大観衆を味方につけて深紅の大優勝旗もつかんで、猛暑が続いたこの夏にさわやかな感動をいただきました。

　「がばい」といえば佐賀県武雄市では、「がばいばあちゃん課」を設立。テレビドラマ誘致に取り組んでいるといいます。さらには、市長自らがプロデュースした平均年齢74歳のバンド『ガバ』も誕生。デビューコンサートには1700人もの観客がかけつけたとか。

　宮崎では相変わらずの東国原知事ブームで8月20日に県庁見学者10万人を突破、焼酎や地鶏、マンゴーなど宮崎県の特産品の売れ行きも好調で、９月１日には知事が作詞した「宮崎てげてげ音頭」がＣＤで発売され、好調な売り上げだとか。

　兵庫県相生市ではアスファルトを押しのけて育ったど根性ダイコンが何者かに折られてしまって、間もなくしおれ始めてしまった。しかし、種苗会社のバイオ技術とクローン技術で蘇り、この夏、市内の畑に種をまき、特産化を目指して大ちゃん大根の栽培に乗り出すという。

　全国で、あれやこれやの知恵を絞って地方の活性化への涙ぐましい努力が続いています。

　半年以上続いた2007年政治決戦が終わりました。小泉内閣の「聖域なき構造改革」から安倍内閣へ、そして参議院選挙で様々な内政課題が浮き彫りになってきました。

　「官から民へ」「国から地方へ」という大きな政策転換が始まり、公共事業は一気に減少。ピーク時の93年度には年間20兆円近くあった受注高は06年度には9.3兆円と半分になった。

　かくて、人口一人当たりの都道府県の地方税収の格差は拡大し05年度決算では3.2倍にまで広がった。三位一体改革で地方交付税が減り、財政力の弱い自治体からは悲鳴が上がり、「地域間格差」を生み出し、それが参院選での一人区での地方の反乱に際立ったといわれています。

　一方で「地方の活性化なくして国の活力なし」と政府は構造改革特区や地域再生、「頑張る地方応援プログラム」などで、地域活性化に取り組んでいますが、地方の産業構造の改革には時間がかかり、政策効果が現れていないのが実状です。

　また、地方の活性化には、住民の創意工夫を生かして民間の活力を引き出すことが何より重要です。よってそのキーワードは地方分権と税源委譲。政府の地方分権改革推進委員会も国の仕事のどこまでを地方に渡すのか、肝心の仕分け作業にはまだ本格的に取りかかれていません。

　さらに、急速度な少子高齢社会の中で負担増を避けて、持続可能な社会保障制度は確立できないのも事実であり、国民に負担を求めるなら、徹底した歳出削減と政治家とカネの問題に透明性と説明責任を果たせというのも当然の怒りであります。

　そうした中でも「景気・経済をより成長させながら、大企業から中小企業、企業から家計へ、中央から地方へ波及していくことが重要であり、息の長い経済成長のために今こそ、地方経済の活性化や「小さな政府」実現への様々な改革が必要なのは揺るぎない時代の要請でもあります。

　よって、地域間格差はどのように広がっているのか。改革の痛みは国民生活にどのような影を落としているのか。政府の地域活性化策はどう展開されているのか。次の地方分権改革には何が必要なのか。中心市街地の「シャッター通り」で象徴される地方経済の疲弊は好転の兆しはないのか。中山間地の過疎化の悪循環に歯止めはかからないのか。という観点から以下、参院選であぶりだされた地方の政治課題と本市の対応について五点について市長ならびに、市当局にお伺いいたします。

（1）市長は今回の参議院選挙の結果をどのようにとらえ、反映された様々な民意をどう読み取られましたか。また、地方の疲弊に象徴される不満、将来への不安は、「地方の反乱」と表現されていますが、地方行政を担う市長として、認識をお伺いします。

（2）地方の活性化には、住民の創意工夫を生かして民間の活力を引き出すことが何より重要である。国においても今年4月からの第二期分権改革がスタートしました。地方が主役の国づくりを実現するには、自治行政権、自治財政権、自治立法権を十分に具備した地方政府を確立する必要があるとしています。「地方政府」確立への地方分権と税源委譲について市長の認識と対応を伺いたい。

（3）地方の産業活性化策として、本市も国際自動車特区および国際自動車産業交流都市計画（地域再生）に取り組んできましたが、その成果と展望、また新たな「中小企業地域資源活用促進法」などへの取り組みについてお伺いします。

（4）本市では平成12年３月に策定された「豊橋市中心市街地活性化基本計画」によるにぎわいの交流空間作りに取り組んできましたが、公共が先導的な役割を果たさなければ遅々として進みません。その一役を担う「こども未来館」の建設が急ピッチで進んでいます。「ひと、まち、みらいの創造空間」の実現に向けたプログラムの取り組み状況についてお伺いします。

（5）地域内格差を是正し、過疎化の悪循環に歯止めをかけるべく中山間地の再生は国の重要課題ではあありますが、それはまた地域連携を含めた都市問題でもあります。11月の「三遠南信サミット２００７ｉｎ南信州」を前に「三遠南信地域連携ビジョン」が検討されています、本市の取り組みをお伺いします。
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